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第１ 公園計画の変更 

１ 変更理由 

阿寒摩周国立公園は、北海道東部、千島火山帯の西南端に位置する阿寒・摩周・屈斜

路の３つのカルデラを主体とした、火山と森と湖が織りなす原生的景観を有する地域で

ある。昭和 9 年 12 月 4 日に「阿寒国立公園」として指定され、昭和 13 年 5 月 13 日に特

別地域の指定、昭和 29 年 8 月 3 日に特別保護地区の指定が行われ、昭和 52 年 11 月の

再検討の後、５度の点検が行われている。平成 29 年 8 月 8 日の第５次点検では、摩周湖

周辺及び神の子池周辺の公園区域の拡張等を行うとともに「阿寒摩周国立公園」への名

称変更をおこなった。 

本公園は、釧路市における観光立国ショーケースや、弟子屈町におけるエコツーリズ

ム全体構想の策定等の取り組みが評価され、平成 28 年度より開始された国立公園満喫

プロジェクトにおいて、先行的・集中的に取り組みを進める公園（以下、先行８公園）

として選定されており、平成 28 年 8 月に阿寒摩周国立公園満喫プロジェクト地域協議

会を立ち上げ、訪日外国人客を増加させるための取り組みを「阿寒摩周国立公園満喫プ

ロジェクトステップアッププログラム 2020」として同年 12 月にとりまとめ、同プログ

ラムに基づく取り組みを進めている。 

ステップアッププログラムについては、中間評価を踏まえて平成 31 年１月に改定し、

2020 年までに向けて今後加速化していく主な取り組みを追加した。また、満喫プロジェ

クトの取り組み継続も見据えて令和 2 年 2 月に開催した地域協議会において、2021 年以

降の取り組み方針について合意した。 

国立公園満喫プロジェクトの推進により、国立公園の利用に関する様々な取り組みが

進んできたところであるが、これまでの取り組みを踏まえて 2021 年以降に向けた新た

な取り組みを推進していくため、保護規制計画及び関連事項並びに事業計画を変更する

ための一部変更を行うものである。
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２ 基本方針の変更内容 

基本方針を次のとおり変更する。 

（表１：基本方針変更表） 

変 更 後 変 更 前 

（１）景観型式及びその特性 

ア 地形地質 

イ 地被 

ウ 特殊景観 

（２）保護の方針 

ア 本公園はカルデラ景観とこれを覆う亜寒帯性森林、高山植

生、火山現象等の原的景観地域を多く包含しており、これら

の地学的景観及び植生等の保護に重点を置くものとする。ま

た、世界で唯一となった球状マリモの群生地である阿寒湖に

おいては、かつての生育地の復元を進める。 

 

（略） 

 

カ 雌阿寒岳山腹部とオンネトー周辺、フップシ岳、屈斜路湖

一帯、藻琴山から美幌峠へかけての外輪山山稜部、摩周外輪

山山稜部、阿寒カルデラの各内壁を形成する一体、木禽岳周

辺等については、野生動植物を始めとする自然環境の保護及

び静穏の維持のため、乗り入れ規制区域とする。 

 

（３）利用の方針 

エ 道路のうち車道については、既に大部分が整備済みである

（１）景観型式及びその特性 

ア 地形地質 

イ 地被 

ウ 特殊景観 

（２）保護の方針 

ア 本公園はカルデラ景観とこれを覆う亜寒帯性森林、高山植

生、火山現象等の原的景観地域を多く包含しており、これら

の地学的景観及び植生等の保護に重点を置くものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）利用の方針 

エ 道路のうち車道については、既に大部分が整備済みである
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が、歩道については、興味地点を探勝又は登山するためのも

のを中心としつつ、本公園が将来的にひがし北海道の３空港

をつなぐロングトレイルの結節点となるよう、公園内の歩道

をネットワークでつなぐよう計画する。 

 

が、歩道については、各集団施設地区等の利用拠点より派生

し、興味地点を探勝又は登山するためのものとして計画に重

点を置くものとする。 
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３ 規制計画の変更内容 

（１）保護規制計画及び関連事項 

保護規制計画等の一部を次のとおり変更する。 

ア 関連事項 

（ア）採取等規制植物 

   採取等規制植物を次のとおりとする。 

（表２：採取等規制植物変更表） 

変 更  前 変 更  後 

科名 種名（ミズゴケ科の植物にあっては属名） 

ミズゴケ ミズゴケ 

シオグサ マリモ 

ヒカゲノカズ

ラ 

タカネスギカズラ、タカネヒカゲノカズ

ラ 

イワヒバ エゾヒメクラマゴケ、エゾノヒモカズラ 

ミズニラ ヒメミズニラ 

ハナヤスリ ヒメハナワラビ(ヘビノシタ) 

オシダ エゾメシダ、ニオイシダ、ウサギシダ、

ミヤマイワデンダ 

ウラボシ エゾデンダ、イワオモダカ 

マツ ハイマツ 

ヒノキ ミヤマビャクシン(ミヤマハイビャクシ

ン) 

タデ ヒメイワタデ(チシマヒメイワタデを含

科名 種名（ミズゴケ科の植物にあっては属名） 

アオミソウ Aegagropila linnaei（マリモ） 

ミズゴケ Sphagnum spp.（ミズゴケ属） 

ヒカリゴケ Schistostega pennata（ヒカリゴケ）  

ヒカゲノカズ

ラ 

Huperzia miyoshiana（ヒメスギラン）、Ly

copodium annotinum var. acrifolium（タカ

ネスギカズラ）、Lycopodiella cernua（ミ

ズスギ）、Lycopodium nikoense（タカネヒ

カゲノカズラ）  

イワヒバ Selaginella helvetica（エゾノヒメクラマゴ

ケ）、Selaginella shakotanensis（ヒモカズ

ラ）、Selaginella sibirica（エゾノヒモカズ

ラ）  

ミズニラ Isoetes asiatica（ヒメミズニラ）  

ハナヤスリ Botrychium lunaria（ヒメハナワラビ（ヘビ
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む)、エゾノミズタデ、エゾイブキトラノ

オ、ムカゴトラノオ、ウラジロタデ 

ナデシコ メアカンフスマ、エゾカワラナデシコ、

タカネナデシコ(クモイナデシコを含

む)、クシロワチガイ、チシママンテマ、

エゾフスマ(シラオイハコベ)、ナガバツ

メクサ、エゾオオヤマハコベ 

キンポウゲ エゾノレイジンソウ(ダイセツレイジン

ソウ)、カラフトブシ、エゾトリカブト、

ウスバトリカブト、テリハブシ、アカミ

ノルイヨウショウマ、フクジュソウ、ヒ

メイチゲ、ハクサンイチゲ、ミヤマオダ

マキ、エゾリュウキンカ、クロバナハン

ショウヅル、ミヤマハンショウヅル、ミ

ツバオウレン、チトセバイカモ、チャボ

カラマツ、エゾカラマツ(ミヤマアキカラ

マツ) 

メギ サンカヨウ 

スイレン ネムロコウホネ、エゾヒツジグサ 

オトギリソウ イワオトギリ(ハイオトギリ) 

モウセンゴケ モウセンゴケ 

ケシ エゾキケマン、コマクサ 

アブラナ ミヤマハタザオ 

ノシタ））、Botrychium strictum（ナガホノ

ナツノハナワラビ（ナガボノナツハナワラ

ビ））、Botrychium virginianum（ナツノハ

ナワラビ）  

トクサ Equisetum scirpoides（ヒメドクサ）  

コケシノブ Hymenophyllum wrightii（コケシノブ）  

コバノイシカ

グマ 

Dennstaedtia hirsuta（イヌシダ（カラクサ

イヌシダ、フギレイヌシダ、シシイヌシ

ダ））  

ナヨシダ Cystopteris fragilis（ナヨシダ）、Gymnoca

rpium dryopteris（ウサギシダ（アオキガハ

ラウサギシダ））  

チャセンシダ Asplenium incisum（トラノオシダ（チリメ

ントラノオシダ、フイリトラノオシダ）） 

ヒメシダ Thelypteris nipponica（ニッコウシダ）、T

helypteris palustris（ヒメシダ（ショリマ））、

Thelypteris quelpaertensis（オオバショリマ

（ヤクシマショリマ））、Phegopteris con

nectilis（ミヤマワラビ）  

イワデンダ Woodsia ilvensis（ミヤマイワデンダ）、W

oodsia manchuriensis（フクロシダ）、Woo

dsia polystichoides（イワデンダ（エゾイワ

デンダ））  
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ベンケイソウ ホソバイワベンケイ(アオノイワベンケ

イ)、イワベンケイ 

ユキノシタ トカチスグリ、ダイモンジソウ、エゾク

ロクモソウ、フキユキノシタ、ヤマハナ

ソウ 

バラ クロミサンザシ、イワキンバイ、メアカ

ンキンバイ、クロバナロウゲ、ミネザク

ラ(チシマザクラを含む)、オオタカネバ

ラ、カラフトイバラ、マルバシモツケ、

エゾノマルバシモツケ、エゾシモツケ(エ

ゾノシロバナシモツケ)、ホザキシモツケ 

マメ センダイハギ 

フウロソウ チシマフウロ（トカチフウロ）、イチゲ

フウロ、エゾフウロ 

スミレ ウスバスミレ 

アカバナ ヒメアカバナ、カラフトアカバナ、ホソ

バアカバナ 

ミズキ ゴゼンタチバナ 

セリ シラネニンジン 

イワウメ イワウメ、イワカガミ(コイワカガミ、オ

オイワカガミを含む) 

イチヤクソウ ウメガサソウ、ギンリョウソウ、カラフ

トイチヤクソウ(エゾイチヤクソウ)、ベ

メシダ Athyrium brevifrons（エゾメシダ（コウライ

メシダ））、Athyrium rupestre（ミヤマヘ

ビノネゴザ）  

オシダ Dryopteris amurensis（オクヤマシダ）、D

ryopteris coreanomontana（カラフトメンマ

（オシダモドキ））、Dryopteris fragrans（ニ

オイシダ）、Dryopteris saxifraga（イワイ

タチシダ（イワベニシダ））、Polystichum

 craspedosorum（ツルデンダ（キクバツル

デンダ））  

ウラボシ Lepisorus annuifrons（ホテイシダ）、Lepi

sorus ussuriensis var. distans（ミヤマノキ

シノブ）、Pleurosoriopsis makinoi（カラク

サシダ）、Polypodium fauriei（オシャグジ

デンダ（オシャゴジデンダ））、Polypodiu

m sibiricum（エゾデンダ）、Polypodium v

ulgare（オオエゾデンダ）、Pyrrosia hasta

ta（イワオモダカ）、Selliguea hastata（ミ

ツデウラボシ（リュウキュウミツデウラボ

シ、チャボミツデウラボシ、ヤトミウラボ

シ、フギレミツデウラボシ、クジャクウラ

ボシ））  

マツ Pinus pumila（ハイマツ）  
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ニバナイチヤクソウ(ベニイチヤクソ

ウ)、ジンヨウイチヤクソウ、コイチヤク

ソウ 

ツツジ コメバツガザクラ、イワヒゲ、シラタマ

ノキ、イソツツジ（エゾイソツツジ）、

ミネズオウ、ツルコケモモ、キバナシャ

クナゲ、ハクサンシャクナゲ(シロバナシ

ャクナゲ、エゾシャクナゲを含む)、エゾ

ツツジ、エゾムラサキツツジ、コメツツ

ジ、ミヤマホツツジ、イワツツジ、クロ

マメノキ、コケモモ 

ガンコウラン ガンコウラン 

サクラソウ サクラソウモドキ、ヤナギトラノオ、ク

リンソウ、エゾオオサクラソウ、ユキワ

リコザクラ、ツマトリソウ、コツマトリ

ソウ 

リンドウ エゾリンドウ、エゾオヤマリンドウ、ハ

ナイカリ、チシマセンブリ 

ムラサキ エゾルリソウ、エゾムラサキ 

シソ エゾタツナミソウ、イブキジャコウソウ 

ゴマノハグサ エゾコゴメグサ、ヨツバシオガマ(エゾヨ

ツバシオガマを含む)、トモエシオガマ、

イワブクロ(タルマイソウ)、キクバクワ

ヒノキ Juniperus chinensis var. sargentii（ミヤマ

ビャクシン（シンパク））  

ヤマモモ Myrica gale var. tomentosa（ヤチヤナギ） 

ヤナギ Salix reinii（ミヤマヤナギ（ミネヤナギ、

マルバミネヤナギ、ミチノクマルバミネヤ

ナギ、シコタンヤナギ））、Salix taraiken

sis（タライカヤナギ（ヒロハノタライカヤ

ナギ、チョウセンミネヤナギ））  

カバノキ Alnus viridis subsp. maximowiczii var. ma

ximowiczii（ミヤマハンノキ（サルクラハン

ノキ））  

ビャクダン Thesium chinense（カナビキソウ）  

タデ Aconogonon ajanense（ヒメイワタデ（チシ

マヒメイワタデ））、Aconogonon weyrich

ii var. weyrichii（ウラジロタデ（ウラジロ

イタドリ、タカネウラジロイタドリ））、

Bistorta officinalis subsp. japonica（イブキ

トラノオ（ホソバイブキトラノオ、イワイ

ブキトラノオ））、Bistorta vivipara（ムカ

ゴトラノオ）、Persicaria amphibia（エゾ

ノミズタデ）、Persicaria hydropiper var. 

hydropiper（ヤナギタデ（ホンタデ、マタ

デ、カワタデ、ナガボヤナギタデ））、Ru
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ガタ(シラゲキクバクワガタ、ホソバキク

バクワガタを含む) 

スイカズラ リンネソウ、エゾヒョウタンボク、クロ

ミノウグイスカズラ、チシマヒョウタン

ボク、ネムロブシダマ、ベニバナヒョウ

タンボク、ウコンウツギ 

キキョウ ハクサンシャジン、チシマギキョウ、イ

ワギキョウ、サワギキョウ 

キク エゾノコギリソウ、エゾノチチコグサ、

オオワタヨモギ(ヒロハウラジロヨモ

ギ)、マシュウヨモギ、エゾムカシヨモギ、

タカネニガナ、エゾウスユキソウ(レブン

ウスユキソウ)、トウゲブキ、ナガバキタ

アザミ、ミヤマアキノキリンソウ（コガ

ネギク）（キリガミネアキノキリンソウ

を含む） 

ユリ ツバメオモト、クロユリ、キバナノアマ

ナ、ニッコウキスゲ（エゾゼンテイカ(エ

ゾカンゾウ)、ゼンテイカ）、タチギボウ

シ、エゾスカシユリ、クルマユリ、チシ

マゼキショウ(リシリゼキショウ)、オオ

ナバノエンレイソウ、エンレイソウ、ミ

ヤマエンレイソウ（シロバナエンレイソ

mex alpestris subsp. lapponicus（タカネス

イバ）、Rumex longifolius（ノダイオウ）  

スベリヒユ Montia fontana（ヌマハコベ（オオミズハコ

ベ、モンチソウ））  

ナデシコ Arenaria merckioides var. merckioides（メ

アカンフスマ）、Dianthus superbus var. s

uperbus（エゾカワラナデシコ）、Dianthus

 superbus var.  speciosus（タカネナデシ

コ）、Pseudostellaria sylvatica（クシロワチ

ガイソウ（クシロワチガイ、ホソバワチガ

イソウ））、Silene repens var. latifolia（チ

シママンテマ）、Stellaria fenzlii（シラオ

イハコベ（エゾフスマ））、Stellaria hum

ifusa（エゾハコベ）、Stellaria longifolia（ナ

ガバツメクサ（ナガバノツメクサ、エダウ

チヒメハコベ、カラフトノミノフスマ、エ

ゾノミノフスマ））、Stellaria radians（エ

ゾオオヤマハコベ）、Stellaria ruscifolia（シ

コタンハコベ（ネムロハコベ））  

キンポウゲ Aconitum gigas（エゾレイジンソウ（エゾ

ノレイジンソウ））、Aconitum sachalinen

se subsp. Sachalinense（カラフトブシ（ケ

ミノカラフトブシ、コカラフトブシ））、
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ウ） 

アヤメ ヒオウギアヤメ 

イグサ タカネスズメノヒエ(ミヤマスズメノヒ

エ) 

イネ ミヤマヌカボ、ホソバドジョウツナギ 

サトイモ ヒメカイウ、ヒメザゼンソウ 

カヤツリヅサ カヤツリスゲ、ヤチスゲ、ホロムイスゲ、

カワズスゲ(ヤチカワズスゲを含む)、ウ

スイロスゲ(エゾカワズスゲ)、ワタスゲ 

ラン キンセイラン、ササバギンラン、アオチ

ドリ、サイハイラン、イチヨウラン、コ

イチヨウラン、アオスズラン(エゾスズラ

ン)、トラキチラン、オニノヤガラ、ヒメ

ミヤマウズラ、ノビネチドリ、ミヤマモ

ジズリ、ジガバチソウ、スズムシソウ、

フタバラン(コフタバラン)、ミヤマフタ

バラン、ホザキイチヨウラン、アリドオ

シラン、サカネラン、ハクサンチドリ(ウ

ズラバハクサンチドリを含む)、コケイラ

ン、タカネトンボ、ミズチドリ、エゾチ

ドリ、キソチドリ、ホソバノキソチドリ、

ヒロハトンボソウ、トンボソウ 

 

Aconitum sachalinense subsp. yezoense（エ

ゾトリカブト（ウスバトリカブト、テリハ

ブシ））、Aconitum iinumae（オオレイジン

ソウ）、Actaea erythrocarpa（アカミノル

イヨウショウマ）、Adonis amurensis（キタ

ミフクジュソウ（アムールフクジュソウ、

イチゲフクジュソウ））、Adonis ramosa（フ

クジュソウ（エダウチフクジュソウ））、

Anemone debilis（ヒメイチゲ）、Anemone 

narcissiflora var. sachalinensis（エゾノハ

クサンイチゲ（ハクサンイチゲを含む）（カ

ラフトセンカソウ、イチリンハクサンイチ

ゲ））、Aquilegia flabellata var. pumila（ミ

ヤマオダマキ（ヒメオダマキ））、Caltha

 fistulosa（エゾノリュウキンカ（エゾリュ

ウキンカ））、Caltha palustris var. enkos

o（エンコウソウ）、Clematis alpina subsp.

 ochotensis var. fusijamana（ミヤマハンシ

ョウヅル）、Clematis fusca var. fusca（ク

ロバナハンショウヅル（エゾハンショウヅ

ル））、Coptis trifolia（ミツバオウレン（カ

タバミオウレン））、Ranunculus grandis v

ar. austrokurilensis（シコタンキンポウゲ
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（アイヌキンポウゲ））、Ranunculus japo

nicus var. japonicus（ウマノアシガタ（キ

ンポウゲ））、Ranunculus nipponicus var.

 submersus（バイカモ（ウメバチモ、エチ

ゴバイカモ））、Ranunculus yezoensis（チ

トセバイカモ（ネムロウメバチモ、エゾウ

メバチモ））、Thalictrum baicalense（ハル

カラマツ（ニッコウカラマツソウ、ニッコ

ウカラマツ））、Thalictrum foetidum var. 

glabrescens（チャボカラマツ）、Thalictru

m sachalinense（エゾカラマツ（ミヤマアキ

カラマツ））  

メギ Caulophyllum robustum（ルイヨウボタン）、

Diphylleia grayi（サンカヨウ（キレハサン

カヨウ））  

スイレン Brasenia schreberi（ジュンサイ）、Nuphar

 pumila var. pumila（ネムロコウホネ（エ

ゾコウホネ、マンシュウコウホネ））、Ny

mphaea tetragona（ヒツジグサ（エゾノヒ

ツジグサ、エゾヒツジグサ））  

ウマノスズク

サ 

Asarum heterotropoides var. heterotropoide

s（オクエゾサイシン）  

ボタン Paeonia japonica（ヤマシャクヤク（ノシャ

- 10 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クヤク））、Paeonia obovata（ベニバナヤ

マシャクヤク）  

オトギリソウ Hypericum kamtschaticum（ハイオトギリ

（チシマオトギリ））、Hypericum nakaii 

subsp. miyabei（トウゲオトギリ）、Hyper

icum yezoense（エゾオトギリ）  

モウセンゴケ Drosera rotundifolia（モウセンゴケ）  

ケシ Corydalis speciosa（エゾキケマン）、Dice

ntra peregrina（コマクサ）  

アブラナ Arabidopsis kamchatica subsp. Kamchatica

（ミヤマハタザオ）、Barbarea orthoceras

（ヤマガラシ（マルバヤマガラシ、ミヤマ

ガラシ、イブキガラシ、シベリアヤマガラ

シ、エゾヤマガラシ））、Cardamine yezo

ensis（エゾワサビ（アイヌワサビ、ミツバ

タネツケバナ、ツルワサビ））  

ベンケイソウ Phedimus aizoon var. aizoon（ホソバノキ

リンソウ（ナガバノキリンソウ、ミヤマキ

リンソウ））、Phedimus kamtschaticus（エ

ゾノキリンソウ（エゾキリンソウ））、Rh

odiola ishidae（ホソバイワベンケイ（アオ

イワベンケイソウ））、Rhodiola rosea（イ

ワベンケイ（イワキリンソウ、ナガバノイ
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ワベンケイ、イワベンケイソウ））  

ユキノシタ Chrysosplenium alternifolium var. sibiricu

m（エゾネコノメソウ（カラフトネコノメ

ソウ、オクヤマネコノメソウ））、Mitella

 nuda（マルバチャルメルソウ（チョウセン

チャルメルソウ））、Parnassia palustris v

ar. palustris（ウメバチソウ（エゾウメバチ

ソウ））、Saxifraga fortunei var. mutabili

s（ダイモンジソウ（ミヤマダイモンジソ

ウ、トウホクダイモンジソウ、タケシマダ

イモンジソウ））、Saxifraga fusca subsp. 

fusca（エゾクロクモソウ（チシマクロクモ

ソウ））、Saxifraga japonica（フキユキノ

シタ）、Saxifraga sachalinensis（ヤマハナ

ソウ）  

スグリ Ribes latifolium（エゾスグリ）、Ribes sac

halinense（トガスグリ）、Ribes triste（ト

カチスグリ（チシマスグリ））  

バラ Comarum palustre（クロバナロウゲ（ケク

ロバナロウゲ））、Crataegus chlorosarca

（クロミサンザシ）、Filipendula glaberri

ma（エゾノシモツケソウ（チョウセンナツ

ユキソウ））、Potentilla ancistrifolia var. 
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dickinsii（イワキンバイ（アツバイワキンバ

イ））、Potentilla matsumurae var. matsum

urae（ミヤマキンバイ）、Potentilla miyab

ei（メアカンキンバイ）、Prunus nipponic

a var. kurilensis（チシマザクラ）、Prunus

 nipponica var. nipponica（タカネザクラ

（ミネザクラ））、Rosa acicularis（オオタ

カネバラ（オオタカネイバラ））、Rosa a

mblyotis（カラフトイバラ（ヤマハマナス、

カラフトバラ））、Rubus pedatus（コガネ

イチゴ）、Sanguisorba tenuifolia var. kuri

lensis（チシマワレモコウ）、Spiraea betu

lifolia var. aemiliana（エゾノマルバシモツ

ケ（ケナシエゾノマルバシモツケを含

む））、Spiraea betulifolia var. betulifolia

（マルバシモツケ）、Spiraea media var. s

ericea（エゾシモツケ（コエゾシモツケ））、

Spiraea miyabei（エゾノシロバナシモツ

ケ）、Spiraea salicifolia（ホザキシモツケ） 

マメ Thermopsis lupinoides（センダイハギ）、V

icia unijuga var.  unijuga（ナンテンハギ

（フタバハギ、アズキナ、タニワタシ）） 

フウロソウ Geranium erianthum（チシマフウロ（エゾ
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タチフウロ、オオフウロ））、Geranium s

ib i r i cum（イチゲフウロ（シベリアフウ

ロ））、Geranium yesoense var. yesoense（エ

ゾフウロ）  

ヒメハギ Polygala japonica（ヒメハギ（ハイヒメハ

ギ））  

カエデ Acer tschonoskii var. tschonoskii（ミネカエ

デ）、Acer ukurunduense（オガラバナ（ホ

ザキカエデ））  

クロウメモド

キ 

Rhamnus japonica var. japonica（エゾノク

ロウメモドキ（エゾクロウメモドキ））  

スミレ Viola biflora var. biflora（キバナノコマノ

ツメ（ケタカネスミレ））、Viola blandifo

rmis（ウスバスミレ）、Viola collina（エゾ

ノアオイスミレ（エゾアオイスミレ、マル

バケスミレ、テシオスミレ、ニオイケスミ

レ））、Viola hultenii（チシマウスバスミ

レ（ケウスバスミレ））、Viola patrinii v

ar. patrinii（シロスミレ（シロバナスミレ、

ハダカシロスミレ））、Viola verecunda v

ar. semilunaris（アギスミレ）  

アカバナ Circaea canadensis subsp. quadrisulcata

（エゾミズタマソウ）、Epilobium ciliatum
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（カラフトアカバナ（アズマアカバナ、ノ

ダアカバナ、マンシュウアカバナ））、Ep

ilobium fauriei（ヒメアカバナ）、Epilobiu

m palustre（ホソバアカバナ（ヤナギアカ

バナ））  

アリノトウグ

サ 

Myriophyllum spicatum（ホザキノフサモ

（キンギョモ））、Myriophyllum ussuriens

e（タチモ）、Myriophyllum verticillatum（フ

サモ（キツネノオ））  

ミズキ Cornus canadensis（ゴゼンタチバナ）  

セリ Angelica acutiloba subsp. iwatensis（ミヤ

マトウキ（イワテトウキ、ナンブトウキ））、

Bupleurum longiradiatum var. elatius（ホタ

ルサイコ）、Pleurospermum uralense（オオ

カサモチ（オニカサモチ））、Tilingia aja

nensis var. ajanensis（シラネニンジン（チ

シマニンジン））  

イワウメ Diapensia lapponica subsp. obovata（イワ

ウメ）  

イチヤクソウ Chimaphila japonica（ウメガサソウ）、Hy

popitys monotropa（シャクジョウソウ（シ

ャクジョウバナ））、Monotropastrum hum

ile（ギンリョウソウ（マルミノギンリョウ
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ソウ、コギンリョウソウ））、Orthilia sec

unda（コイチヤクソウ）、Pyrola alpina（コ

バノイチヤクソウ）、Pyrola asarifolia su

bsp. incarnata（ベニバナイチヤクソウ）、

Pyrola faurieana（カラフトイチヤクソウ）、

Pyrola japonica f. subaphylla（ヒトツバイ

チヤクソウ）、Pyrola minor（エゾイチヤ

クソウ（チシマイチヤクソウ））、Pyrola

 renifolia（ジンヨウイチヤクソウ）  

ツツジ Andromeda polifolia（ヒメシャクナゲ（ニ

ッコウシャクナゲ、カラフトヒメシャクナ

ゲ））、Arcterica nana（コメバツガザクラ

（ハマザクラ））、Arctous alpinus var. ja

ponicus（ウラシマツツジ）、Bryanthus gm

elinii（チシマツガザクラ（ヒメツガザク

ラ））、Cassiope lycopodioides（イワヒゲ

（イワナガヒゲ））、Gaultheria pyroloide

s（シラタマノキ（シロモノ））、Elliottia

 bracteata（ミヤマホツツジ（ホナガミヤマ

ホツツジ））、Eubotryoides grayana var. 

glabra（エゾウラジロハナヒリノキ（ヒロ

ハハナヒリノキ））、Ledum palustre subs

p. diversipilosum var. diversipilosum（カラ
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フトイソツツジ（イソツツジを含む）（カ

バフトイソツツジ））、Loiseleuria procum

bens（ミネズオウ）、Rhododendron albrec

htii（ムラサキヤシオツツジ（ミヤマツツ

ジ））、Rhododendron aureum（キバナシャ

クナゲ）、Rhododendron brachycarpum va

r. brachycarpum（ハクサンシャクナゲ（シ

ロバナシャクナゲ、ウラゲハクサンシャク

ナゲ））、Rhododendron dauricum var. da

uricum（エゾムラサキツツジ（トキワゲン

カイ））、Rhododendron tschonoskii subsp.

 tschonoskii（コメツツジ）、Therorhodion 

camtschaticum var. camtschaticum（エゾツ

ツジ（カラフトツツジ））、Vaccinium ov

alifolium var. ovalifolium（クロウスゴ（ミ

ヤマクロウスゴ、エゾクロウスゴ、ナガバ

クロウスゴ、ナガミクロウスゴ））、Vacc

inium oxycoccos（ツルコケモモ）、Vaccin

ium praestans（イワツツジ）、Vaccinium u

liginosum var. japonicum（クロマメノキ）、

Vaccinium vitis-idaea（コケモモ（ヒロハコ

ケモモ、オオバコケモモ））  

ガンコウラン Empetrum nigrum var. japonicum（ガンコ
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ウラン）  

サクラソウ Cortusa matthioli subsp. pekinensis var. s

achalinensis（サクラソウモドキ（カラフト

サクラソウモドキ、エゾノサクラソウモド

キ、レブンサクラソウモドキ））、Lysima

chia europaea f .  arct ica（コツマトリソ

ウ）、Lysimachia europaea var. europaea

（ツマトリソウ（オオツマトリソウ））、

Lysimachia thyrsiflora（ヤナギトラノオ）、

Primula cuneifolia var. cuneifolia（エゾコ

ザクラ（リシリコザクラ））、Primula jap

onica（クリンソウ）、Primula jesoana va

r. pubescens（エゾオオサクラソウ（エゾサ

クラソウ、エゾノサクラソウ、ウスゲノエ

ゾザクラ））、Primula modesta subsp. mo

desta var. modesta（ユキワリソウ（オオユ

キワリソウ））、Primula modesta subsp. m

odesta var. fauriei（ユキワリコザクラ）  

リンドウ Gentiana triflora var. japonica（エゾリン

ドウ）、Gentiana triflora var. japonica f. 

montana（エゾオヤマリンドウ）、Gentian

a zollingeri（フデリンドウ）、Halenia cor

niculata（ハナイカリ）、Pterygocalyx volu
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bilis（ホソバツルリンドウ（ホソバノツル

リンドウ））、Swertia tetrapetala subsp. t

etrapetala var. tetrapetala（チシマセンブ

リ）  

ガガイモ Vincetoxicum inamoenum（エゾノクサタチ

バナ）  

アカネ Galium boreale var. kamtschaticum（エゾキ

ヌタソウ）、Galium manshuricum（エゾム

グラ（マンシュウヤエムグラ））、Galium

 paradoxum subsp. Franchetianum（ミヤマ

ムグラ）  

ムラサキ Mertensia pterocarpa var. yezoensis（エゾ

ルリソウ（イワルリソウ））  

アワゴケ Callitriche hermaphroditica（チシマミズハ

コベ）  

シソ Mosla japonica var. japonica（ヤマジソ（シ

ロバナヤマジソを含む））、Scutellaria pe

kinensis var. ussuriensis（エゾタツナミソ

ウ）、Scutellaria yezoensis（エゾナミキ（エ

ゾナミキソウ、オオナミキソウ））、Teuc

rium veronicoides var. veronicoides（エゾ

ニガクサ（ヒメニガクサ））、Thymus qui

nquecostatus var. quinquecostatus（イブキ
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ジャコウソウ（イワジャコウソウ、ナンマ

ンジャコウソウ））  

ナス Solanum megacarpum（オオマルバノホロ

シ）  

ゴマノハグサ Euphrasia maximowiczii var. yezoensis（エ

ゾコゴメグサ）、Pedicularis chamissonis v

ar. hokkaidoensis（キタヨツバシオガマ（ハ

ッコウダシオガマ））、Pedicularis resupi

nata subsp. teucriifolia var. caespitosa（ト

モエシオガマ）、Pennellianthus frutescens

（イワブクロ（タルマイソウ））、Veroni

ca schmidtiana subsp. schmidtiana（キクバ

クワガタ）、Veronica serpyllifolia subsp. 

humi fusa（テングクワガタ（ハイクワガ

タ））、Veronica undulata（カワヂシャ（カ

ワヂサ、カワジサ））  

ハマウツボ Boschniak ia  ross ica（オニク（キムラタ

ケ））、Phacellanthus tubiflorus（キヨスミ

ウツボ（キヨズミウツボ））  

タヌキモ Utricularia minor（ヒメタヌキモ（ナガレ

ヒメタヌキモ、フトヒメタヌキモ、チビヒ

メタヌキモ））  

スイカズラ Linnaea borealis（リンネソウ（メオトバナ、
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エゾアリドオシ））、Lonicera alpigena su

bsp. glehnii（エゾヒョウタンボク（オオバ

ブシダマ、オオバエゾヒョウタンボク））、

Lonicera caerulea subsp. edulis（ケヨノ

ミ）、Lonicera caerulea subsp. edulis var.

 em phy l loca lyx（クロミノウグイスカグ

ラ）、Lonicera chamissoi（チシマヒョウタ

ンボク）、Lonicera chrysantha var. crassi

pes（ネムロブシダマ）、Lonicera maximow

iczii var. sachalinensis（ベニバナヒョウタ

ンボク）、Macrodiervilla middendorffiana

（ウコンウツギ）  

オミナエシ Patrinia scabiosifolia（オミナエシ（オミナ

メシ、アワバナ））  

キキョウ Adenophora pereskiifolia var. moiwana（モ

イワシャジン（ケモイワシャジン、マンシ

ュウツリガネニンジン））、Adenophora t

riphylla var. japonica f. violacea（ハクサ

ンシャジン）、Campanula chamissonis（チ

シマギキョウ）、Campanula lasiocarpa（イ

ワギキョウ）、Codonopsis ussuriensis（バ

アソブ）、Lobelia sessilifolia（サワギキョ

ウ）  
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キク Achillea alpina subsp. japonica（キタノコ

ギリソウ（ホロマンノコギリソウ））、Ac

hillea ptarmica subsp. macrocephala var. 

macrocephala（エゾノコギリソウ（オオバ

ナノコギリソウ））、Antennaria dioica（エ

ゾノチチコグサ）、Artemisia koidzumii va

r. koidzumii（ヒロハウラジロヨモギ（オオ

ワタヨモギ、カラフトヨモギ））、Artemi

sia gmelinii（イワヨモギ（カムイヨモギ、

マンシュウイワヨモギ））、Artemisia rub

ripes（ヤブヨモギ）、Artemisia tsuneoi（マ

シュウヨモギ）、Erigeron acris var. acris

（エゾムカシヨモギ（ムカシヨモギを含

む）（エゾノムカシヨモギ、オクムカシヨ

モギ））、 Inula britannica subsp. Japonic

a（オグルマ）、Ixeridium alpicola（タカネ

ニガナ（ホソバノタカネニガナ））、Lact

uca sibirica（エゾムラサキニガナ（ムラサ

キノゲシ））、Leontopodium discolor（エ

ゾウスユキソウ（レブンウスユキソウ））、

Ligularia hodgsonii（トウゲブキ（エゾタカ

ラコウ、オニタカラコウ））、Nemoseneci

o nikoensis（サワギク（ボロギク））、Ps
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eudognaphalium affine（ハハコグサ（ホウ

コグサ、オギョウ））、Saussurea riederi 

subsp. yezoensis var. yezoensis（ナガバキ

タアザミ（キタアザミ、ユウバリキタアザ

ミ））、Solidago virgaurea subsp. asiatica

 var. asiatica（アキノキリンソウ）、Solid

ago virgaurea subsp. leiocarpa var. leioca

rpa（ミヤマアキノキリンソウ（コガネギ

ク））、Taraxacum venustum（エゾタンポ

ポ）  

トチカガミ Hydrilla verticillata（クロモ（クルマモ））、

Vallisneria natans var. natans（セキショウ

モ）  

ヒルムシロ Potamogeton alpinus（ホソバヒルムシロ）、

Potamogeton compressus（エゾヤナギモ（ア

カンコモ））、Potamogeton gramineus var.

 heterophyllus（エゾノヒルムシロ（エゾヒ

ルムシロ））、Potamogeton maackianus（セ

ンニンモ）、Potamogeton pectinatus（リュ

ウノヒゲモ）、Potamogeton perfoliatus（ヒ

ロハノエビモ）、Potamogeton pusillus（イ

トモ）  

イバラモ Najas marina（イバラモ）  
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ユリ Aletris foliata（ネバリノギラン）、Clinton

ia udensis（ツバメオモト）、Fritillaria ca

mschatcensis var. camschatcensis（クロユリ

（エゾクロユリ））、Gagea lutea（キバナ

ノアマナ（キバナアマナ））、Hemerocall

is dumortieri var. esculenta（ゼンテイカ

（ニッコウキスゲ、エゾゼンテイカ、セン

ダイカンゾウ））、Hosta sieboldii var. re

ctifolia（タチギボウシ（マルバタチギボウ

シ、エゾギボウシ））、Lilium medeoloide

s var. medeoloides（クルマユリ（チシマク

ルマユリ、ホソバクルマユリ、タガイハク

ルマユリ））、Lilium pensylvanicum（エゾ

スカシユリ）、Maianthemum bifolium（ヒ

メマイヅルソウ（ヒメマイズルソウ、ケマ

イズルソウ、ニッコウマイヅルソウ））、

Streptopus streptopoides subsp. japonicus

（タケシマラン）、Tofieldia coccinea var.

 coccinea（チシマゼキショウ（クロミノイ

ワゼキショウ、クロミゼキショウ、リシリ

ゼキショウ））、Trillium apetalon（エンレ

イソウ）、Trillium camschatcense var. cam

schatcense（オオバナノエンレイソウ）、T
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rillium channellii（カワユエンレイソウ）、

Trillium tschonoskii（ミヤマエンレイソウ

（シロバナエンレイソウ））、Trillium x y

ezoense（トカチエンレイソウ）  

ヤマノイモ Dioscorea japonica（ヤマノイモ（ジネンジ

ョ、ヤマイモ））  

アヤメ Iris sanguinea（アヤメ）、Iris setosa var. 

setosa（ヒオウギアヤメ）  

イグサ Juncus filiformis（エゾホソイ（カラフトホ

ソイ、コウライイ、リシリイ））、Luzula 

jimboi subsp. atrotepala（ミヤマヌカボシ

ソウ（ミヤマスズメノヒエ））、Luzula o

ligantha（タカネスズメノヒエ）  

イネ Agrostis flaccida（ミヤマヌカボ（ヒメコメ

ススキ））、Agrostis mertensii（コミヤマ

ヌカボ）、Arundinella hirta（トダシバ）、

Deschampsia flexuosa（コメススキ（アオコ

メススキ））、Elymus sibiricus（エゾムギ）、

Festuca ovina subsp. ruprechtii（ミヤマウ

シノケグサ）、Glyceria depauperata var. i

nfirma（ウキガヤ）、Schizachne purpurasc

ens subsp. callosa（フォーリーガヤ）、Sp

odiopogon sibiricus（オオアブラススキ）、
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Stipa coreana var. japonica（ヒロハノハネ

ガヤ）、Stipa pekinensis（ハネガヤ（ペキ

ンハネガヤ））、Torreyochloa natans（ホ

ソバドジョウツナギ）  

サトイモ Calla palustris（ヒメカイウ（ミズザゼン、

ミズイモ））、Lysichiton camtschatcense（ミ

ズバショウ）、Symplocarpus nipponicus（ヒ

メザゼンソウ）  

ミクリ Sparganium emersum（エゾミクリ）、Spar

ganium erectum var. erectum（ミクリ）、S

parganium glomeratum var. glomeratum（タ

マミクリ）  

カヤツリグサ Carex augustinowiczii var. augustinowiczii

（ヒラギシスゲ（エゾアゼスゲ））、Care

x bohemica（カヤツリスゲ）、Carex canes

cens（ハクサンスゲ）、Carex capricornis

（ジョウロウスゲ（ヒロハノジョウロウス

ゲ））、Carex humilis var. nana（ホソバヒ

カゲスゲ（ヒメヒカゲスゲ））、Carex lim

osa（ヤチスゲ（カラフトヤチスゲ））、C

arex loliacea（アカンスゲ）、Carex merte

nsii var. urostachys（キンチャクスゲ（イ

ワキスゲ））、Carex middendorffii var. m
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iddendorffii（トマリスゲ（ホロムイスゲ、

クロスゲ））、Carex omiana var. montico

la（カワズスゲ）、Carex pallida（ウスイ

ロスゲ（エゾカワズスゲ））、Carex parc

iflora var. parciflora（グレーンスゲ（カミ

コウチスゲ））、Carex pseudocuraica（ツ

ルスゲ（ツルカワズスゲ））、Carex pseu

docyperus（クグスゲ（ジョウロウスゲモド

キ））、Carex pseudololiacea（ヒロハイッ

ポンスゲ（オオツルスゲ、セイタカツルス

ゲ））、Carex remotiuscula（イトヒキスゲ）、

Carex scita var. riishirensis（リシリスゲ

（マシケスゲ））、Carex tsuishikarensis（ホ

ロムイクグ）、Carex uda（エゾハリスゲ（オ

オハリスゲ））、Carex vanheurckii（ヌイ

オスゲ（シロウマヒメスゲ））、Carex vir

idula（エゾサワスゲ（ヒメサワスゲ））、

Eriophorum vaginatum subsp. fauriei（ワタ

スゲ（スズメノケヤリ））、Fimbristylis d

ichotoma var. tentsuki（テンツキ）、Kyllin

ga brevifolius var. leiolepis（ヒメクグ）  

ラン Calanthe nipponica（キンセイラン）、Cep

halanthera erecta var. erecta（ギンラン）、
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Cephalanthera longibracteata（ササバギン

ラン）、Cremastra appendiculata var. vari

abilis（サイハイラン）、Dactylorhiza arist

ata（ハクサンチドリ）、Dactylorhiza arist

a ta  f .  a lb i f lora（シロバナハクサンチド

リ）、Dactylorhiza viridis（アオチドリ（ネ

ムロチドリ、タカネアオチドリ、チシマア

オチドリ））、Dactylostalix ringens（イチ

ヨウラン（ヒメヒトハラン））、Ephippian

thus schmidtii（コイチヨウラン）、Epipac

tis papillosa var. papillosa（エゾスズラン

（アオスズラン））、Epipogium aphyllum

（トラキチラン）、Galearis cyclochila（カ

モメラン（カモメソウ、イチヨウチドリ））、

Gastrod ia  e lata  var .  e la ta（オニノヤガ

ラ）、Goodyera repens（ヒメミヤマウズラ）、

Liparis krameri var. krameri（ジガバチソ

ウ）、Liparis kumokiri（クモキリソウ）、

Liparis makinoana（スズムシソウ（スズム

シラン））、Malaxis monophyllos（ホザキ

イチヨウラン（ホザキフタバラン））、M

yrmechis japonica（アリドオシラン）、Ne

olindleya camtschatica（ノビネチドリ）、
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Neottia cordata（コフタバラン（フタバラ

ン））、Neottia nidus-avis（エゾサカネラ

ン）、Neottia nipponica（ミヤマフタバラ

ン）、Neottia papilligera（サカネラン）、

Neottianthe cucullata（ミヤマモジズリ）、

Oreorchis patens（コケイラン（ヒメケイラ

ン、  ヒメコケイラン））、Platanthera ch

orisiana var. chorisiana（タカネトンボ）、

Platanthera chorisiana var. elata（ミヤケ

ラン）、Platanthera fuscescens（ヒロハト

ンボソウ）、Platanthera metabifolia（エゾ

チドリ（フタバツレサギ））、Platanthera

 ophrydioides（キソチドリ）、Platanthera 

sachalinensis（オオヤマサギソウ（キライシ

ュチドリ））、Platanthera tipuloides subs

p. tipuloides var. sororia（ホソバノキソチ

ドリ（ツブラトンボソウ））、Platanthera

 tipuloides subsp. nipponica（コバノトンボ

ソウ）、Platanthera ussuriensis（トンボソ

ウ（コトンボソウ））  
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（イ）植栽等規制植物及び区域 

   植物を植栽し、又は当該植物の種子をまくことを規制する植物及びその区域を次のとおりとする。 

（表３：植栽等規制植物及び区域表） 

名称 区域 地種区分 区域の概要 面積

（ha） 

植栽等規制植物 

西別岳 北海道川上郡標茶町内 

 国有林根釧西部森林管

理署 3420林班の全部並び

に 3405 林班、3406 林班、

3412 林班、3413 林班及び

3419 林班の各一部 

第１種特別地域 

 

西別岳及びその周辺は、ササ地にダケカン

バ等が点在する亜高山植生が主体であり、山

頂や稜線付近にはイワブクロやガンコウラ

ン等の高山植生が見られる。  
当該地域にはコマクサの生育が可能と考

えられる環境が点在しているが、自生してい

たという学術上の記録は無い。しかし近年、

外部から人為的に持ち込まれた種子が播か

れた可能性があるほか、既に数個体が生育し

ている事が確認された。このため、持ち込ま

れたコマクサが今後定着及び拡大し、在来の

植物相に影響を及ぼすおそれがある。 

 本指定区域は、これらの自然環境を保護す

るため、コマクサの播種や定着等が想定され

る地域を選定したものである。 

853.5 コマクサ 
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番号

 A - B

 B - C

 C - D

 D - A

A
B

C

D

番号 境界線種別

 A - B 行 政 界

 B - C 林 班 界

 C - D 行 政 界

 D - A 小 班 界

植栽等規制区域図

植栽等規制区域

凡　　例

- 31 -



 

 

（ウ）乗入れ規制区域及び期間 

車馬若しくは動力船の使用又は航空機の着陸を規制する区域の一部を次のとおり変更する。 

（表４：乗入れ規制区域及び期間変更表） 

番号 区分 名 称 区域 地 種 区 分  変更理由 
変更面積

(ha) 

変更後面積

(ha) 

変更前

期間 

変更後

期間 

１ 拡張 藻 琴 山 及

び美幌峠、

屈斜路湖 

北海道網走郡大空町内 

国有林網走南部森林管

理署255 林班、257 林

班、261 林班及び265 

林班の各一部 

 

北海道網走郡美幌町内 

国有林網走南部森林管

理署17 林班から22 林

班まで、25 林班及び

27 林班から29 林班ま

での各一部 

 

北海道斜里郡小清水町内 

国有林網走南部森林管

理署336 林班、338 林

班、339 林班、351 林

班及び353 林班の各一

部 

 

第１種特別地域 屈斜路湖の北にそびえ

る藻琴山とそれに連なる

美幌峠にかけての乗入れ

規制区域に、新たに屈斜

路湖の水面の全部を加え

る。  

 屈斜路湖はシラカバや

ミズナラ、エゾマツ、ト

ドマツ等からなる針広混

交林に囲まれた日本最大

のカルデラ湖であり、湖

と森林、外輪山による良

好な自然景観を呈してい

る。 

 当該区域においては、

近年、水上スキーや釣り

等を目的とした動力船の

利用が増加しており、弟

子屈町が事務局を務める

屈斜路湖適正利用連絡協

7,954 12,343 通年 変更な

し 
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北海道斜里郡小清水町 

字もこと山の全部 

 

北海道川上郡弟子屈町内 

国有林根釧西部森林管

理署4175 林班から

4182 林班まで、4189 

林班、4194 林班及び

4199林班の全部並びに

4183 林班、4185 林班

から4187 林班まで、

4190 林班から4193 林

班まで、4195 林班、

4197 林班、4198 林

班、4200 林班から

4202 林班まで及び

4204 林班の各一部 

屈斜路湖の水面の区域 

 

(上の区域のうち、道

路、広場、田、畑、牧場

及び宅地の区域を除く) 

議会によって利用上のル

ールが設けられているほ

か、公共の発着場が整備

されているなど、利用の

適正化が図られてきた。

しかし実際は、暴走行為

や湖岸全域での発着・係

留等が無秩序に行われて

いるため、屈斜路湖の静

謐な風致が損なわれてい

るほか、水生植物や湖畔

林の生育に影響が及ぶお

それがある。 

本拡張区域は、これら

の自然環境を保護するた

め、動力船の乗入れが想

定される地域を選定した

ものである。 
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番号 境界線種別

 A - B 汀線界

 B - C 工作物（橋）（除）界

 C - A 汀線界

 D - D 汀線界

A

B

C

D

乗入れ規制区域変更図

拡張乗入れ規制区域

凡　　例

乗入れ規制区域
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４ 事業計画の変更内容 

（１）施設計画 

ア 保護施設計画 

（ア） 植生復元施設 

次の植生復元施設を追加する。 

（表５：植生復元施設追加表） 

番号 種 類 位   置 整 備 方 針 告 示 年 月 日 

１ 植生復元

施設 

北海道釧路市（シュリコマベツ湾） 失われた球状マリモの生育地を復元する。 新規 
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イ 利用施設計画 

利用施設計画の一部を次のとおり変更する。 

（ア） 集団施設地区 

阿寒湖畔集団施設地区を次のとおり変更する。 

（表６：区域変更表） 

番号 区分 名  称 
告 示 

年月日 

変更部分 

の区域 
変更理由 

変更面積 

（ha） 

変更後面積 

（ha） 

３ 拡張 阿寒湖畔 昭 和

62.3.30 

北海道釧路市 

阿寒町阿寒湖温泉の一部 

集団施設地区内の園路

と一体的に管理されて

いる歩道が含まれる範

囲について、区域への編

入を行うもの。 

25.1 106.1 
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（表７：集団施設地区表） 

番号 名 称 区   域 計画目標 
整備計画区 

及び基盤施設 
整 備 方 針 

面 積 

（ha） 

３ 阿寒湖畔 北海道釧路市内 

国有林根釧西部

森林管理署 2149

林班及び 2150林

班の各一部 

 

北海道釧路市 

阿寒町阿寒湖温

泉、シアンヌ及

びシュリコマベ

ツの一部 

本地区は阿寒湖に面し、周囲

はミズナラ、ハンノキ、アカエゾ

マツ等の針広混交林に囲まれた

温泉地となっており、年間 52 万

人（令和元年度）の宿泊利用者が

ある。 

近年、旅行形態の変化や景観

形成や街作りの取組みの推進

等、本地区の社会的条件が変化

している。 

その社会的変化に対応し、四

季型の利用推進を図るための拠

点とする。 

阿寒湖畔地区 公園西側の利用拠点とし

て、四季型の利用推進を図る

ための施設整備を行う。 

既存施設の充実を図るとと

もに、エコミュージアムセン

ター、湖岸遊歩道、宿泊施設、

園地、駐車場、野営場、スケ

ート場等の整備を行う。 

なお、施設の整備にあたっ

ては、湖岸及び自然林の保護

並びに各施設からの排水及び

土砂の流出等による阿寒湖の

水質汚濁の防止に努めるとと

もに、雄阿寒岳や阿寒湖等へ

の眺望にも配慮するよう努め

る。 

106.1 

面 積 計 

国 公 私 

15.6 25.1 65.4 

106.1 
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（詳細図）
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（イ） 単独施設 

次の単独施設を追加する。 

（表８：単独施設表） 

番号 種 類 位   置 整 備 方 針 告 示 年 月 日 

50 避難小屋 北海道釧路市（阿寒町舌辛） 屈斜路・阿寒カルデラ縦走線の利用者のための避難

小屋として整備する。 

新規 

- 41 -



利用施設計画変更図２

追加―避難小屋（阿寒町舌辛）

利用施設計画変更図１

凡 例

避難小屋

50
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（ウ） 道路 

a 歩道 

次の歩道を追加する。 

（表９：道路（歩道）追加表） 

番号 路線名 区  間 主要経過地 整 備 方 針 告示年月日 

17 神の子池摩周湖

探勝線 

起点－北海道斜里郡清里町（神の子池園地） 

終点－北海道川上郡清里町（裏摩周展望台・歩道合流点） 

神の子池 

裏摩周展望台 

摩周湖 

神の子池から裏摩周展望台への到達及び摩周

湖の展望のための歩道として整備する。 

新規 

18 屈斜路湖藻琴山

接続登山線 

起点－北海道川上群弟子屈町（字跡佐登・歩道分岐点） 

終点－北海道斜里郡小清水町（藻琴山八合目園地・歩道合流点） 

屈斜路湖 

藻琴山 

屈斜路湖から藻琴山八合目への登山により屈

斜路カルデラ外輪山に接続するための歩道とし

て整備する。 

新規 

19 屈斜路湖美幌峠

接続登山線 

起点－北海道川上郡弟子屈町（オンネシレト川河口北側・歩道分岐点） 

終点－北海道網走郡美幌町（美幌峠・歩道合流点） 

屈斜路湖 

美幌峠 

屈斜路湖から美幌峠への登山により屈斜路カ

ルデラ外輪山に接続するための歩道として整備

する。 

新規 

20 屈斜路・阿寒カ

ルデラ縦走線 

 

起点－北海道川上郡弟子屈町（三角山山麓） 

終点－北海道釧路市（滝口・歩道合流点） 

北海道釧路市（国立公園境界） 

屈斜路湖 

尾札部川 

双湖台 

滝口 

屈斜路カルデラ外輪山と阿寒カルデラ外輪山へ

の登山及び両カルデラを展望し阿寒地域と摩周地

域を縦走するための歩道として整備する。 

新規 

21 川湯温泉川線 起点－北海道川上郡弟子屈町（川湯集団施設地区） 

終点－北海道川上郡弟子屈町（字サワンチサップ・歩道合流点） 

ミソノ川 

湯川 

川湯温泉から屈斜路湖に流れ込む温泉川沿い

を探勝する歩道として整備する。 

新規 

22 アカエゾマツの

森探勝路 

起点－北海道川上郡弟子屈町（川湯集団施設地区） 

終点－北海道川上郡弟子屈町（川湯集団施設地区・歩道合流点） 

アカエゾマツの森 川湯博物展示施設を中心とした自然探勝フィ

ールド及び川湯硫黄山線に向かうための歩道と

して整備する。 

新規 

23 硫黄山登山線 

 

起点－北海道川上郡弟子屈町（硫黄山園地・歩道分岐点） 

終点－北海道川上郡弟子屈町（硫黄山東山麓・歩道合流点） 

硫黄山 

熊落とし 

硫黄山において登山のガイドツアーを行うた

めの登山道として整備する。 

新規 

24 美留和摩周湖線 起点－北海道川上郡弟子屈町（美留和・歩道分岐点） 

終点－北海道川上郡弟子屈町（摩周第一展望台・歩道合流点） 

摩周湖 美留和から摩周湖への探勝歩道として整備す

る。 

新規 
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次の歩道を次のとおり変更する。 

（表10：道路（歩道）変更表） 

現    行 新    規 理由 

番号 路線名 区間 
主 要 

経過地 

告 示 

年月日 
番号 路線名 区間 

主 要 

経過地 
整備方針 

２ 屈斜路湖北

西外輪山線 

起点―北海道網走郡美幌町 

（美幌峠） 

終点―北海道網走郡美幌町 

（藻琴山・歩道分岐点） 

 平 10.8．31 告示

の変更 

２ 屈 斜 路 湖

北 西 外 輪

山線 

起点―北海道網走郡美幌町 

（藻琴山山頂・歩道分岐点） 

終点―北海道川上郡弟子屈町 

（津別峠展望台・国立公園境界） 

藻琴山 

美幌峠 

サ マ ッ カ

リヌプリ 

 

屈斜路カルデラの北側

及び西側の外輪山上を

探勝するための歩道と

して整備する。 

阿寒摩周国立公園トレイ

ルネットワーク構想に基

づき、藻琴山から津別峠ま

での屈斜路カルデラ外輪

山をつなぐ歩道とするた

め路線の延長と起終点の

変更を行う。 

10 

 

屈斜路湖畔

線 

 

 

起点―北海道川上郡弟子屈町 

（川湯集団施設地区） 

終点―北海道川上郡弟子屈町 

（碁石ヶ浜） 

碁石ヶ浜 平 10.8．31 告示

の変更 

10 屈 斜 路 湖

周回線 

起点―北海道川上郡弟子屈町 

（字サワンチサップ） 

終点―北海道川上郡弟子屈町 

（和琴半島） 

碁石浜 

仁伏 

屈斜路湖の周回及び和

琴半島到達するための

探勝歩道として整備す

る。 

阿寒摩周国立公園トレイ

ルネットワーク構想に基

づき、屈斜路湖の湖岸を１

周する歩道とするため路

線の延長を行う。 

11 摩周湖西別

岳探勝線 

起点―北海道川上郡弟子屈町 

（摩周第三展望台） 

終点―北海道川上郡弟子屈町 

（摩周岳） 

終点―北海道川上郡標茶町 

（西別岳登山口） 

 

摩 周 第 一

展望台 

西別岳 

 

平 15.8．20 告示 11 摩 周 湖 西

別 岳 探 勝

線 

起点―北海道川上郡弟子屈町 

（摩周第三展望台） 

起点―北海道川上郡清里町 

（裏摩周展望台・歩道分岐点） 

終点―北海道川上郡弟子屈町 

（摩周岳） 

終点―北海道川上郡標茶町 

（西別岳登山口） 

 

摩 周 第 一

展望台 

裏 摩 周 園

地 

摩周岳 

西別岳 

摩周湖の景観及び摩周

岳、西別岳への登山道と

して整備する。 

 

阿寒摩周国立公園トレイ

ルネットワーク構想に基

づき、裏摩周園地からも

西別岳、摩周岳へと登頂

可能な登山道とするた

め、路線の延長と起点の

追加を行う。 
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追加－神の子池摩周湖探勝線

起点

（神の子池園地）

終点

（裏摩周展望台・歩道合流点）

利用施設計画変更図２

凡 例

歩 道

17

- 45 -



追加－屈斜路湖藻琴山接続登山線

起点

（字跡佐登・歩道分岐点）

終点

（藻琴山八合目園地・歩道合流点）

利用施設計画変更図３

凡 例

歩 道

18
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起点

（オンネシレト川河口北側・歩道分岐点）

終点

（美幌峠・歩道合流点）

利用施計画変更図４

凡 例

歩 道

19

追加－屈斜路湖美幌峠接続登山線
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追加－屈斜路・阿寒カルデラ縦走線

終点

（国立公園境界）

起点

（三角山山麓）

利用施設計画変更図５

凡 例

歩 道

20

終点

（滝口・歩道合流点）

- 48 -



追加－川湯温泉川線

起点

（川湯集団施設地区）

終点

（字サワンチサップ・歩道合流点）

利用施設計画変更図６

凡 例

歩 道

21
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追加－アカエゾマツの森探勝路

起点

（川湯集団施設地区）

終点

（川湯集団施設地区・歩道合流点）

利用施計画変更図７

凡 例

歩 道

22
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追加－硫黄山登山線起点

（硫黄山園地・歩道分岐点）

終点

（硫黄山東山麓・歩道分岐点）

利用施設計画変更図８

凡 例

歩 道

23
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追加－美留和摩周湖線

起点

（美留和・歩道分岐点）

終点

（摩周湖第一展望台・歩道合流点）

利用施設計画変更図９

歩 道

凡 例

24
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追加－屈斜路湖北西外輪山線

終点

（津別峠展望台・国立公園境界）

起点

（藻琴山山頂・歩道分岐点）利用施設計画変更図１０

凡 例

歩 道

２
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追加－屈斜路湖周回線

起点

（サワンチサップ）

終点

（和琴半島）

利用施設計画変更図１１

凡 例

歩 道

10
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追加－摩周湖西別岳探勝線

起点

（摩周第三展望台）

終点

（摩周岳）

終点

（西別岳登山口）

起点

（裏摩周展望台・歩道分岐点）

利用施設計画変更図１２

凡 例

歩 道

11
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 ５ 参考事項 

参考事項を次のとおり変更する。 

（表 11：参考事項変更表） 

変  更  前 変  更  後 

（３）過去の経緯 

昭和 9 年 12 月 4 日 公園区域の指定 

昭和 13 年５月 13 日 特別地域の指定 

昭和 29 年８月３日 特別保護地区の指定 

昭和 52 年 11 月 15 日 公園区域及び公園計画の全般的な見直し

（再検討） 

昭和 62 年３月 30 日 公園計画の変更（第１次点検） 

平成２年 12 月１日 公園計画の変更（乗入れ規制地域の指定） 

平成５年１月 28 日 公園計画の変更（第２次点検） 

平成 10 年８月 31 日 公園計画の変更（第３次点検） 

平成 15 年８月 20 日 公園計画の変更（公園事業の変更） 

平成 25 年３月 12 日 公園計画の変更（第４次点検） 

（３）過去の経緯 

昭和 9 年 12 月 4 日 公園区域の指定 

昭和 13 年５月 13 日 特別地域の指定 

昭和 29 年８月３日 特別保護地区の指定 

昭和 52 年 11 月 15 日 公園区域及び公園計画の全般的な見直

し（再検討） 

昭和 62 年３月 30 日 公園計画の変更（第１次点検） 

平成２年 12 月１日 公園計画の変更（乗入れ規制地域の指定） 

平成５年１月 28 日 公園計画の変更（第２次点検） 

平成 10 年８月 31 日 公園計画の変更（第３次点検） 

平成 15 年８月 20 日 公園計画の変更（公園事業の変更） 

平成 25 年３月 12 日 公園計画の変更（第４次点検） 

平成 29 年 8 月 8 日 公園区域及び公園計画の変更（第 5 次点

検）、阿寒摩周国立公園へ名称変更 
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